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ま た 、 Ｄ Ｘ 。 （ デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン ）

は 社 会 課 題 解 決 の 「 手 段 」 と し て 大 変 有 用 で す 。
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質疑 内容を正確にぉ伝えするために　　　 ゜で を　　 弁

文字ばかりに‥･ 最重要ポイントを　　　　　　　　　　 を

4コママンガでぉ 伝えしています!

一 般 質 問 で は 「唯 ひ と り 取 り 残 さ な い 社 会｣ 実 現 に

向 け 、ＤＸを 活 用 し た 様 々 な 提案 を い た し ま し た ！

過[|、県 議 会 本 会議のｰ 般 質問に登 壇しました。今年 度 は｢ＤＸ(デジタルトランスフォーざ二 包吃 謎

社 会 課題の 解 決) をメインテーマとしました。

デジタル化 はそ れ自体を目的とするのではなく、あくまで手段 であり、社 会課 題 の解決 方法 の一つとし

て、ＤＸが役に 立つものでなくてはなりませ ん。例えば 、小 登 校や病 気療 養 等で学 校に行か れない 児童･

生 徒のために、オンデマンド視聴を含めたオンライン学習を 一層活 用するように提 案いたしました。また、

新 型ｇｇ七 討董 でオとラ｛k 直 疵Ｑ 拡充を提 案し 、_そ歿 後補 正 ヱ 簒が 組まj瓦 政｡策が生我Ｌました、

今後とも県 政をアップ デートする提lj` で､｢ 誰ひとり取り残さない 社 会｣ の実現 を日指してまいります。

く〉横浜市青少年指導員経験/PTA 会長/珊本宿町在住



II ウクライナ情勢が長期化する中での避難民への支援について

ロシアによるウクライナへの車事侵攻は、国際秩序の根幹を揺るがすものであり、

決して許されるものではありません。県は、ウクライナ避難民の受人について、全庁

横|析的に検討する[対策会議]や、避難民等のための｢相談窓口｣を設Ｆして、虻間

企業や市町村等と連携して支援に取り組んでいますが、現在の情勢を踏まえると。

今後は避難生活汐長期化を見据えた支援が必要です。

避難民の方々からは、まずは|』本語を話せるようになりたい。そして､仕事をして自分の力で

生溝していきたいという声が多く、その点について知事に断見を伺いました。

答弁では、避難民を対象として、8JIから失施の[|本詣講沌に加え、継続的に|=1本譜が勉強できるよう、

今後は、地域の日本語教室や|=|本詣教育機関とのマッチングも実施することが示されました。さらに、就

労については、避難民支援の専任スタッフを配置しているかながわ閥際交流財団と連携し、ハローワー

クへの同行や、就労に必要な情報の翻武など、避難民の就職に向けた支援が行われることになりました。

12 児童虐待ゼロを目指した、車内放置撲滅に向けた取組について

令和･1年7Jj．厚木市内において、ほ親が幼いきょうだいを車内に放置し、熱中症により死亡させるという

痛ましい事件が発生しました。全国的にも、車内放置によりＴどもの尊い命が失われる事件は後を絶ちま

せん。子どもの命を守るためには、車内放置をしないという意識だけでなく、｢車内放置は虐待｣であり、見

かけたらためらわずにすぐに通報するという意識を、広く社会全体で醸成していくことが重要です。

県として、車内放置の撲滅に向けて、県民への意識啓発にどのように収り斂んでいくのか、所見を伺い、

知事からも県民り皆様iこ強いメフセージを発信するべさと訴えました。

知事からは、児童相談所やlli町村への周知jlP やＴｗittｅｒの活川や県警察との連携、民 間企業へ

のお願い等に加え、県のあらゆる広報媒体を活川して、知事自らが発{iiすることが示されました。

ｆどもの車内放i引よ､いのちに関わる危険な行為であり､絶対にやめていただきた

いことや、駆内敏置を見かけた方は、躊躇なく児童相談所や警察に通帷いただきたい

というメッセージが広く発信され、11月の児童鹿待防lOj 間はじめJI け から｢申内放雌

ゼロ｣に向け、県民の皆様への意織啓発にしっかりと収り組むと表明がなされました。

13 県行政の業務改善につながる取組について
(1) ナ ッジの さらな る 活 用 に つ い て

｢ナッジ|は、｢一人 ひとりが 本人や 社会にとってより望ましい 選択を取 れるよう。選択 のrll=11を残した上

で、そっと後押し する政 策 手法｣ で、非常 に有効 な取組 です。例えば、海 外では、タバコの吸い 殼 入 れを

殺 票 箱 に見sy て、|’|分 の好きなサッカー 選 手に投 票 する形で吸い殼を捨てることで、タバコのポイ捨てが

46％減 少した事例 があります。今 後は県庁 内 だけでなく111町 村 に対して、ナッジ活川 の好11 例 や実 際の

事 業に収り入 れる際 のノウハウ共 有をより 一層推 進す る持が 示されまし た。今後、コロナ 禍で受 診 率が

低 下してしまったが ん検診の 案内 などへ の活 月jが 瑚待されます。

(２) 物 品 調 達 に お け るリ バ ー スオ ー クション に つ い て

｢IJバースオークション｣とは、競 争参 加 者が 人札 額をｰ 度だけ 提 示する従 来 の調 達 方 式とは異なり、

定められた時 問の 範州 内に、何 度でもより安い価 格を提 示できる｢競り下 げ 方 式｣ のことです 。県 は、試 行

を休lllしてしまい まし たがｊ 酎ljできれば､ 調達コストの竹民 価格 差を是 正し、行政コストの削 減にも貢 献

するものなので､ 物品 調達の多 様性を確 保 する選択 肢として引き粒き検 討 すべ き、と考えております。



14 行政窓口等におけるキャッシュレス化の一層の推進について
キャッシュレス化は民 間が先行して進んでおり、本県もスピード感を符って取り組む必 贅があります。

答弁では、県氏利川施設について、現金収扱いが年間!､卯0件以上の39施設から、キャッシュレス決済

の導人を進め、これらの施設は令和5 年度巾のキャッシュレス化をlj指すll､さらに今後は、原則として

令ての県民利川施設にキャッシュレス決済を導入する旨が発表されました。

また、現在、行政機閔の窓I 】で現金支払いされる手数粁等は、令て令和５年度中の

導人を日指し、取扱件数の多い県民利川施設や行政機関の窓llでは、クレジットカード

やスマホアプリなど、複数の決済F 段が利川11f能となります。

現兪の取扱いをなくすのではなく､キャッシュレス決済の選択肢を｢増やす にとで、スマホひとつで

支払いできる手軽さなど県民の利便性が向上する上、｢非接触型Iであることから、コロナ梢における

｢斬しい生活様式｣としても有効な収組です。

15 視覚障がい者によるICT の活用の促進について
地元 、旭区 にある県 立ライトセンターについて]も豊 疑を 行いました。双 在、信 廿 機

の様ｆをスマホに音 声でアナウンスしたり、点 字ブロックにＱＲコードを埋め 込み、道

案 内をしたりする取 組みが 全 国で始まっています。こういった最 先端 のテクノロジー

を活 用した視 党障 がい 者へ の 支扱について何いまし た。知 事からは、ライトセンターの 課 題を 議論 する

会議をQ: ち1:げ 、侃覚 障がい の?Vli 者 に参加い ただきながら検 討を進めること、具一体には か業 の実

証実 験を活 川し、視党 障 がい 嗇が 最 新 のｌＣＴ機器 やアプリを体験できる機 会を増やすことを 検討す

る旨答弁 がありました。ｐ,ぷを活JIJし､｢ 耽 治1｣:社 公､的 弱 者-り¶?な咽 こあるJQ 埋 念の実 現を|:|指します。

コ ラ ム ： 神 奈 川 の 明 日 に 種 を ま こ う ！

過日、厚生常任委員会にで我が会派より「動物愛護」

をテーマとして質疑をいたしました。須田も動物愛護､。

特に「動物虐待ゼロ」をテーマに啓発ポスターの掲示を

させていただいております。

動物への虐待がエスカレ ートして、

他の重大な犯罪につながるケ ースもあ

り、「県民生活の兪とこころを守る」
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16 誰ひとり取り残さない新型コロナ感染症対策としてのオンライン診療の拡充について

新型コロナ対策において、コロナ患者の受入医療機関の拡大も剃待でき、自宅療養

者の安心にもつながる、オンライン診療の推進は。人変丿暇要です。

r 　

､､1,111　いますが、令数把握の 局､直しに伴い、秘康観察の対象とならない方が増えますから、a

l　

います が、令 数把 握 の 見直しに伴い、歓 康 観 察の 対 象とならない方 が 増えます から、

症状 悪 化吐 に、より確実cこ121嶽 機 関Gこアクセスでさる環 境を幣 備 すをx・袈 があります。

須田の本会議での提案後、県は補IEf 算を編成し、コロナ医療におけるオンライン診療の拡充に

向けた支援策を実施しました。また、公表されている発熱診班等医療機関の内、オンライン診療を行

っている医療機関がわかるように改欝する旨答弁があり、その後の厚生常任委ほ会の飢IUの監疑

において、県虻の皆様がオンライン診療にアクセスしやすい環境を整えるための具体案について答

弁がなされました。

また、オンライン診療は県域を越えての対応も技術的には可能です。感染爆発時に。県 内の医療資

源がひっ迫して、阿じ地域で診療できない際にも対応できるよう､広域連携の強化が今後の課題です。

７ 誰 ひとり取 り残 さない 社 会 の 実 現 に 向 け た 、オ ンライン学 習 の 活 用 に つ い て

オンライン学習は、コロナ禍における学びの手段に留まらず、不敬

校や病気療 養など、様々な理由で、学校に行くことのできない子ども

たちの学びを支える手段として、大変有効です。

また。小・III学校で1 人1 台･端末が配備された今、こうした子どもた

ちに対して、オンラインによる学習支援を充実させることがiR 要です。

‥ ‥　　 活坏|にあたっては、不登校はオンデマンド視聴でも
㎜
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。｢ｍｕ 如ヽJc,こなるが､｡病気療画り場介μ 認めらな

尨という制度上の課題もあり、解決が急がれます。

また、高等学校では令日制、通信制といった|[]来

の枠組みや、単位の認定基準も蝿なることから、蓋

務教育の小・中学校と比較すると収組が進んでいま

せん。｢ 誰ひとり取り残さない社会｣の実現に向け、

県教育委員会に環境整備を求めてまいります。

18 111 1a
遭 難におけるドローンの活 用について

ドローン技術の進展で、遭難現場で[]が藩ちて、

人やヘリコプターによる捜索が打ち切りになっても、

小型 化されたドローンが夜問飛行をして捜索し、赤

外糠カメラで熱量を測定して遭難者の位世を特定し

て位置情報を送信したり、搭載したスピーカーで遭

難者に案内をしたりする取組がはじまっています。

県警察からは、今後、山 岳遭難の

捜索救助活動にドローンをイj･効に

活川することができるよう、体制の

構築や隊口の訓練等に取り絹む旨

の祷弁がなされました。今後は民 問

事蚤 者との協定締 枯も必要です。
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